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システム概念図

　　■ シーン１ 毎月、決まったフォーマットで情報を帳票や画面紹介でほしいが、
データの取り出しが難しい。

　　■ シーン２ 今すぐ、必要な情報を取り出して帳票やエクセルファイルとしてほしい。
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SQL.WORKER

OpenDBplus
（既定検索）

WORKERファイル

 情報システムの要員が
 　エンドユーザの要求を
 　　WORKERファイルに作成

　エンドユーザは、
　　WORKERファイルを使用して
　　　EXCELファイルに情報を取得する

情報システム部門
（ヘルプデスク）

情報利用部門
（エンドユーザ）

OpenDBplus
（任意検索）

情報利用部門
（エンドユーザ）

　エンドユーザは、簡単な操作で
　　　必要要件を画面から指示して
　　　EXCELファイル等に情報を取得する

 簡単ね！

 メニューを
 選ぶだけね！

経営情報
データベース

経営情報
データベース

要求仕様を
直接入力

OpenDBplus辞書



情報検索処理の画面構成

■ 情報検索メニュー

■ 検索結果の画面

■ 任意検索の画面

　画面左側のデータ項目から
　必要な情報項目を選択して
　

　・何別に集計するか？
　・集計するのは数量、金額？
　・何時のデータを集計する？
　

　等を指定して検索を実行する



経営情報システム システムフロー
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Tranzaction
データベース

基幹業務システム

デ ー タ
取込処理

データ
加工処理

Tranzaction
データベース

③

①

②

OpenDBplus

基幹業務(販売システム等)での
日々の処理の確定（日次終了処
理）後に、経営情報データベー
スにデータ分析に必要な情報の
取込を行う。

検索用
データベース

利用部門の担当者が、直接データ
ベースを利用するため、又、モバ
イル環境からの利用に対応して、
高速に検索するためにデータのマ
イニングを行い、営業情報システ
ムのデータベースを更新する。

日々の業務処理のなかで発生する業務取引データが作成される。

基本的に検索の対象となる
データベース・テーブルは
問いませんが、検索効率を
考慮する場合は、検索用の
テーブルを追加することが
望ましい。



Ｗｅｂ版 OpenDBplus (1)

① ［Enter］をクリックする

　② 業務名をマウスで選択

　　③ 処理名をマウスで選択

　　　④ パラメター値を入力し［検索実行］



Ｗｅｂ版 OpenDBplus (2)

⑤ 印刷ボタンを押す

⑤ エクセル出力ボタンを選択

　⑥ ダウンロードボタンをクリック

 「ﾌｧｲﾙ(F)」「名前を付けて保存(A)」で
 ＣＳＶファイルとして保存する



　■ 任意検索画面の内容

　■ 検索結果画面の内容

・データベース項目の内容を
　確認するＨＥＬＰ機能が
　用意されています。

 

・ここに利用者が必要とする情報を
　画面の左側に表示されているデータ
　項目から選択して並べる。

　

・この欄には、情報部門担当者にしか解ら
　ないデータベースを、利用部門の担当者
　が解りやすく登録したデータ辞書の内容
　を表示します。

　

・ここはデータの抽出条件を指定する欄で
　よく使われる項目を５項目、自由に指定
　できる項目を３項目用意しています。
・コードが解らない際にはヘルプボタンで
　名称で参照して入力が可能です。

・検索結果をエクセルファイルに出力
する・検索結果をプリンターに印刷

・印刷プレビューの表示・非表示を行

・印刷出力の設定を行う

・結果表の画面上で指定したデータをクリップボードにコピー
する

・結果表の総てのデータをクリップボードにコピーする

・検索結果表のコードや名称の同じ値を空白としみやすくする

・結果表の項目中から指定文字の検索を行う

プリント・プレビュー



　① 表示項目の選択及び項目設定の指定方法

　② 数値項目の選択及び項目設定の指定方法

並べ替え 昇順（小→大）
降順（大→小）

表　　示 ○ 表示する
× 表示しない

表示位置 左詰
中央
右詰

縦計算出
この項目毎に合計を算出する

集計単位 円単位
千円単位

ミリリットル
リットル
キロリットル

（容量）

（金額）

計算方法 SUM（合計値を算出）
AVG（平均値を算出）
MAX（最大値を算出）
MIN（最小値を算出）



　③ 計算項目の選択及び項目設定の指定方法（横計）

　④ データ抽出条件の設定方法

・データ抽出項目は、上の５項目については辞書マスターに
　登録された項目を表示し、下の３項目は総てのデータ項目
　から選択して指定できます。

・抽出値の指定は、単一、複数(８個)又は範囲で指定可。

　抽出項目毎のヘルプボタンを
　押すと、その項目のコードの
　一覧を表示します。

 計算種別： 横計
　選択した項目の数値項目の
　合計や差額の計算式を設定
　します。

 計算種別： 比率
　選択した上段項目を下段
　の項目で除し、１００を
　乗じた比率の指定をする。



　⑤ データ抽出結果の画面

　⑥ 帳票の見出しの設定

 ・プレビューボタンを押すと、印刷時の用紙に
 　対するイメージを確認できます。

 ・更にボタンを押すと、画面下に表示、非表示
 　画面右側に表示を順に行います。

作成日 時刻　頁№

・印刷出力する場合の、帳票名や抽出条件
　の表示をこの画面で行います。

・抽出条件は、上段の５項目については、
　左記のように指定値を参照してセットす
　ることができます。
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